
 

 

 

物  質  名 1,3,5- ト リ ス (2,3- エ ポ キ シ プ ロ ピ ル )-1,3,5- ト リ ア ジ ン

-2,4,6(1H,3H,5H)-トリオン ＤＢ－24 

別  名 

1,3,5-トリグリシジルイソシアヌ

ラート 
1,3,5-トリスグリシジルイソシア

ヌル酸 
トリグリシジルイソシアヌレー

ト 
TEPIC 

CAS 番号 2451-62-9 
PRTR 番号 第 1 種 218 
化審法番号 5-1052 

構 造 式 

 

分子式 C12H15N3O6 分子量 297.27 
沸点 － 融点 95℃ 1) 
蒸気圧 7.2 mPa（20℃）1) 換算係数 1 ppm = 12.2 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －0.8 1) 水溶性 9 g/L（25℃）1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 188 mg/kg 2)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、0.001、0.003、0.01％の濃度で餌に添加して 13 週間投与した後、未処理の雌と

交尾させた結果、0.01％群で体重増加の抑制及び用量に依存した精子数の減少がみられたが、

受胎率への影響はみられなかった 3) 。 
・イヌに 0、0.8、8、16 mg/kg/day を 7 日間経口投与した結果、用量に依存した腸管上皮の傷害

が現れ、8 mg/kg/day 以上の群で造血系の形成不全が発生し、白血球数及び網状赤血球数の顕

著な減少、中程度から重度のリンパ球減少症及び好中球減少症がみられた。16 mg/kg/day 群

では食欲不振、下痢、嘔吐、嗜眠及び体重増加の抑制、リンパ節、胸腺及び脾臓でのリンパ

球の枯渇がみられ、実験終了時には 4 匹のうち 2 匹が死亡した。これらの結果から、NOAEL
は 0.8 mg/kg/day であった 4) 。 

・雄マウスに 0、10、40、140 mg/m3 を 5 日間（6 時間/日）吸入させた結果、40 mg/m3 以上の群

で体重増加の抑制、肺の傷害及び死亡がみられ、嗜眠、臓器の下垂、呼吸数の減少及びあえ

ぎ呼吸が現れた。また、剖検では暗赤色の肺、蒼白な肝臓及び腎臓、小腸のうっ血がみられ

た 5) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ 雄ラットに 0、0.001、0.003、0.01％の濃度で餌に添加して 13 週間投与した後、未処理の雌と

交尾させした結果、胎仔及び出生仔への影響はみられなかった 3)。 
・ 雄マウスに 0、32、96 mg/kg/day を 9 日間強制経口投与した結果、精母細胞の染色体異常の発

生率に増加はみられなかった 6) 。 
・ 雄マウスに 0、43、128 mg/kg/day を 5 日間強制経口投与した結果、43 mg/kg/day 以上の群で

精母細胞の染色体異常の発生率に増加がみられた 7) 。 
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・ 雄マウスに 0、2.5、10、50 mg/m3 を吸入（6 時間/日）させた後、8 週間交尾させた優性致死

試験の結果、50 mg/m3 を 1 及び 2 週間吸入した群及び 10 mg/m3 以上を 3 週間吸入した群で受

胎率の有意な減少を認めたが、2.5 mg/m3 群では認めなかった 8) 。 
・ 雄マウスに 0、2.5、10、50 mg/m3 を 5 日間（6 時間/日）吸入させた後、5 週間交尾させた優

性致死試験の結果、10 mg/m3 以上の群で受胎率の低下がみられたが、優性致死の影響は有意

ではなかった。また、50 mg/m3 群では交尾期間の 5 週間目に生存していた着床数が対照群よ

りも少なかったが、正常値の範囲内であった 9) 。これらの結果から、NOAEL は 2.5 mg/m3 で

あった。 
・ 雄マウスに 0、2.5、10、50 mg/m3 を 5 日間（6 時間/日）吸入させた結果、10 mg/m3 以上の群

で精原細胞の分裂に影響がみられたが、2.5 mg/m3 群ではみられなかった 10)。これらの結果か

ら、NOAEL は 2.5 mg/m3 であった。 
・ CD-1 マウスに 0、100、1,000、1,700 mg/m3 の粉末状の本物質を 5 日間（6 時間/日）吸入させ

た結果、1,700 mg/m3 で精原細胞の染色体異常を認めたが、1,000 mg/m3 では不確かな結果であ

った。これらの結果から、NOAEL は 100 mg/m3 であった 11) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は短期暴露により、眼を重度に刺激し、中枢神経系、腎臓、肝臓、肺、消化管に影響

し、組織に傷害を与えることがある。また、反復及び長期暴露により、皮膚の感作及び遺伝

性の遺伝子傷害を引き起こす可能性がある 12) 。 
・本物質を含む粉末塗料を 4 年間使用していた労働者で喘息様の症状が現われ、血中の好酸球

及び血清中の IgE 濃度の上昇、気管支の過敏症がみられ、本物質 4%を吸入したところ 1 秒間

強制呼吸量（FEV1）の減少がみられた。また、両手、顔及び体に湿疹がみられたが、皮膚刺

棘試験では陰性の結果であった 13) 。 
・抗がん剤として本物質を最高で 900 mg/kg まで患者に静脈注射した結果、骨髄造血抑制、吐

き気、嘔吐が起こり、まれに 600 mg/kg 以上で脱毛、白血球減少がみられた。また、注射部

位に血栓性静脈炎が現われたため、本物質を抗がん剤として使い続けることはなかった 14) 。

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15) TLV-TWA 0.05 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 0.05 mg/m3（造血系、精原細胞、妊娠への影響）を

採用し、暴露状況で補正した 0.01 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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